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月１～２回海事関係のイベントや海事関係資料をマスコミや海事関係団体の皆様にご紹介しています。 

企画展『坂の上の雲』にみる日本海海戦－「運命の海」 

坂の上の雲ミュージアムは、令和 5年 2月 12日（日）まで、企画展『坂の上の雲』にみる日本海海戦

－「運命の海」を開催しています。1905（明治 38）年 5月 27 日、28 日の日本海海戦で、日本の連合艦

隊はロシアのバルチック艦隊と戦いました。この海戦での圧倒的な勝利は、日本海の制海権を確実なも

のにしただけでなく、日露戦争そのものの戦局を有利に導くことになりました。本展は、小説『坂の上

の雲』で日本海海戦を描いた「運命の海」の章を軸に、日露海軍の戦いの様相を紹介しています。 

【開催期間】令和 5年 2月 12 日（日）まで 

【開館時間】9：00～18：30（最終入館 18：00まで） 

【休 館 日】毎週月曜日（休日の場合は開館） 

【観 覧 料】一般：400円/高齢者：200円/高校生：200円/中学生以下：無料 

【お問合せ】坂の上の雲ミュージアム TEL:089-915-2600 FAX:089-915-3600 

企画展「ひょうごの海の魚を知ろう！」 

 神戸市立須磨海浜水族館は、令和 4年 3月 27日（日）まで、企画展「ひょうごの海の魚を知ろう！」

を開催しています。兵庫県には 2 つの海があり多種多様な水産物が水揚げされます。本展は、兵庫の海

の豊かさを“食”という視点からとらえ、海と私たちとのつながりを漫画風の解説パネルを使ってわか

りやすく紹介しています。 

【開催期間】令和 4年 3月 27 日（日）まで 

【開館時間】9：00～17：00（入園は閉園の 1時間前まで） 

【休 園 日】令和 4年 3月 23 日までの毎週水曜日 

【展示場所】本館 2階 企画展ブース 

【入 場 料】大人(18歳以上)：700円/中人(15～17歳)：400円/小人(小・中学生)：300円/幼児：無料 

【お問合せ】神戸市立須磨海浜水族館 TEL：078-731-7301 FAX：078-733-6333 

企画展「海、古墳～海洋民の痕跡を探る～」 

 ひたちなか市埋蔵文化財調査センターは、令和 4年 5月 8 日（日）まで、企画展「海、古墳～海洋民

の痕跡を探る～」を開催しています。本展は、ひたちなか市の海岸部に存在する「海の古墳」に注目し、

出土遺物を通して古墳時代における海を介した活動や交流を紹介しています。 

【開催期間】令和 4年 5月 8 日（日）まで 

【開館時間】9：00～17：00（最終入館 16：30まで） 

【休 館 日】毎週月曜日（月曜が休日の場合は翌日） 

【開催場所】ひたちなか市埋蔵文化財調査センター 標本陳列室 

【入 館 料】無料 

【お問合せ】ひたちなか市埋蔵文化財調査センター TEL:029-276-8311 FAX:029-276-3699 

日本海事広報協会 事業第一部 

TEL 03-3552-5033  

FAX 03-3553-6580 

Twitter @kaijipr フォローお願いします！ 
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※イベントは中止になる可能性がありますので、参加の際は各施設にお問合せ下さい。 

 

 

 

「帆船缶バッジ 3 個セット」好評販売中！ 

【サイズ】 直径 42ミリ ＰＰ袋入り 

【個 数】 3個セット                 

【価 格】 500円（消費税込・送料別) 

 

 

 

 

 

「海の日」マーク入りタオルハンカチ販売中！ 

「海の日」マークをプリントした綿 100％のタオ

ルハンカチです。多数注文も対応いたします。  

【サイズ】約 20センチ四方 ＰＰ袋入り 

【価 格】500円（消費税・送料込） 

※お申し込みは Eメール、電話にて。 

※お問合せ先  

公益財団法人 日本海事広報協会 事業第一部 

TEL 03-3552-5033 

E-MAIL goods@kaijipr.or.jp 

＊配信停止または FAX 番号の変更をご希望の場合は、下記にご記入の上、FAX（03-3553-6580）にてお知らせください。  

FAX が誤って届いている場合も同様にお知らせください。 

□配信停止・誤送信（いずれかに○をつけてください。）       □番号変更 

社名・団体名（                ）         社名・団体名（             ） 

間違番号  （                ）         変更番号  （             ） 

企画展「海に生きる 旭市の漁業と浜のくらし」 

大原幽学記念館は、令和 4 年 5 月 8 日（日）まで、企画展「海に生きる 旭市の漁業と浜のくらし」

を開催しています。旭市は、九十九里浜の東端に位置し、海岸に面している地区は「岡」と「浜」に分

かれた集落で構成されています。かつては各地区において地先の海岸で地曳網を中心とする漁業が盛ん

に行われてました。本展は、浜に面した地域の漁業に関する生活の様子や村の歴史など、飯岡歴史民俗

資料館で所蔵していた資料を中心に紹介しています。 

【開催期間】令和 4年 5月 8 日（日）まで 【開館時間】9：00～16：30 

【休 館 日】月曜日、祝日の翌日（臨時に休館することがあります） 

【会  場】大原幽学記念館 企画展示室 

【入 館 料】大人：300円/小学生・中学生・高校生：200円 

【お問合せ】大原幽学記念館 TEL:0479-68-4933 

ＵＮＡＢＡＲＡ 2022.2-3 No.661 

＜特集 1＞2021年を振り返る～青い海から人々の毎 

日を支え、豊かな未来をひらきます～グループ会社編 

商船三井 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ企画ﾁｰﾑ 03-3587-7665 

港湾 2月号 Vol.99 February 2022 

＜特集＞洋上風力発電最前線 

港の現場最前線～神戸港｢海の森(BLUE CARBON)｣～ 

日本港湾協会 03-5549-9575 

海上保安新聞 令和 4年 2月 15日号（第 3436号） 

海上保安試験研究センター ＡＲで現場支援 

～リモート指示など研究～ 

海上保安協会 03-3297-7580 

九州うんゆジャーナル 2022 年 冬号 VOL.121 

豊の国のみなとづくり～九州の東の玄関口として～ 

悪魔マリー～私の中の洞爺丸台風～ 

九州運輸振興センター 092-451-0469 

日本海事広報協会 

定 期 刊 行 物 

新聞「海上の友」 毎月 1 日発行 

 購読料 1 カ月 605 円（税・送料込） 

 お申込み TEL：03-3552-5034 
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